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研究成果の概要： 
 中世国家のあり方を明らかにするための素材として軍事警察機能について検討し、特に荘園

領主や地頭・村落共同体などが担った、地域社会における軍事警察機能の実態について、幕府・

朝廷との関係を意識しながら明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 500,000 0 500,000 

2007年度 400,000 0 400,000 

2008年度 300,000 90,000 390,000 

年度    

  年度    

総 計 1,200,000 90,000 1,290,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
キーワード：日本史・鎌倉時代・検断・地域社会 
 
１．研究開始当初の背景 
幕府に軍事警察機能を委譲したと考えられ
ていた朝廷が、実際には独自の軍事警察機能
を果たしていたことが明らかとなり、これま
で中世国家のあり方について通説的であっ
た権門体制論に再検討の余地があることが
明らかとなった。しかし、これらの研究は制
度的な視点からのものであり、特に、荘園領
主や地頭・村落共同体における軍事警察機能
の実態について、幕府・朝廷との関係を意識
しながら明らかにする事が必要であった。 
 
２．研究の目的 
幕府・朝廷の下のレベルにある、荘園領主
や地頭・村落共同体などにおける軍事警察機

能のあり方について研究を進める。 
 
３．研究の方法 
幕府・朝廷の下のレベルにある、荘園領主
や地頭・村落共同体などにおける軍事警察機
能については、まとまった史料が少ないため、
断片的な史料を収集し、整理・分析する。こ
れについては、これまでの研究を踏まえ、従
来知られている史料を再び悉皆的に調査す
ると共に、新たな史料の発掘にも努める。 
 このようにして収集した史料を通じて、地
域レベルにおける軍事警察機能の実態を明
らかにする。 
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４．研究成果 
 幕府の下で、実際に諸国で軍事警察機能を
担う守護について、石見国の在職状況を明ら
かにし、また地域社会における守護代・守護
使の活動と幕府訴訟制度の関係について明
らかにした。 
 朝廷についても、その軍事警察機能の実態
について、寺社世界・地域社会を例に具体的
に明らかにするとともに、幕府との関係の展
開について論じた。 
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